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令和３年度 第１回福崎町地域公共交通活性化協議会会議録

１．日時 令和３年６月１５日(月) １４：００～１４：５２

２．場所 福崎町役場 ２階 大会議室

３．委員の出欠

所属・役職等 氏 名 備 考

会長 兵庫県立大学名誉教授 松本 滋

委員 福崎町区長会 代表 谷本 敬三

福崎町老人クラブ連合会長 藤岡 修 欠席

福崎町商工会長 谷口 守男 欠席

ＪＲ西日本福崎駅 副駅長 東村 善夫 欠席

神姫バス株式会社 姫路営業所長 池田 広幸

社団法人 兵庫県バス協会専務理事 水田 節男

社団法人 兵庫県タクシー協会

西播支部支部長（神崎交通株式会社）

依藤 義光

神姫バス労働組合 副執行委員長 山本 記義

国土交通省神戸運輸監理部兵庫陸運部

輸送部門首席運輸企画専門官

田橋 一

中播磨県民センター姫路土木事務所

企画調整担当所長補佐

安井誠一郎

福崎警察署 交通課長 平瀬 清

福崎町議会議員（民生まちづくり常任委員

会）

宇﨑 壽幸

福崎町議会議員（総務文教常任委員会） 冨田 昭市

副町長 近藤 博之

技監 野邊 正彦

オブザー

バー

近畿地方整備局姫路河川国道事務所

道路管理第二課長

竹内 浩二 欠席

兵庫県県土整備部県土企画局

交通政策課 副課長

奥藤 秀樹

特別委員 姫路市都市局交通計画室 主幹 池内 一人

事務局

まちづくり課長 山下 勝功

健康福祉課長 谷岡 周和

健康福祉課 課長補佐 藤田 裕文

まちづくり課 課長補佐 澤田 和也

まちづくり課 主事 辻中 寛朗

姫路市 交通計画室 係長 市村 力也
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４．配布資料

・会議次第

・座席位置表及び委員名簿

・資料１ 巡回バス「サルビア号」等の利用状況について

・資料２ 福崎町・姫路市連携コミュニティバス「ふくひめ号」利用状況について

・資料３ 地域内フィーダー系統確保維持計画策定について

５．傍聴の可否

傍聴可、傍聴人 ５名

６．会議録（司会 まちづくり課長）

１ 開会

２ あいさつ（会長）

３ 報告事項

①巡回バス「サルビア号」等の利用状況について

会 長 それでは、報告事項①巡回バス「サルビア号」等の利用状況について、

事務局から説明していただきます。

事 務 局 資料１により説明

（２ページ）

サルビア号の各路線の運行改編を４月と１０月にさせていただきました。

令和３年４月より運行事業者が神姫バスから神崎交通へと変更になって

います。郊外便（川西便）の改編として、４月に１便目を統合便に変更

しています。郊外便（川東地区）の改編を１０月にさせていただきまし

た。こちらについてはかなり大きな変更で、神姫バスの了解を得て福崎

駅への乗り入れを開始し、これにより町内のどこからでも福崎駅に行け

るようになりました。同じく１０月に買い物便の改編として、それまで

は火曜日が八千種方面、木曜日が大貫方面として運行していましたが運

行を統合し利便性が向上しました。また、４月に新型コロナウイルス感

染症に伴うリモートにより、大学バスの運行本数が４便から２便になり

ました。改編しましたが運行の実績は厳しかったと思います。

（３ページ）

令和元年度の利用者数は、もう少しで２０，０００人になりそうでした

が、昨年度は約１５，０００人で実績が減ってしまいました。自治会回

りができずにこのような状況になっております。

（４ページ）

平成１１年から令和２年度までの利用者数の推移になります。平成１１

年から平成２４年の途中までは神姫バスにより小型バスでの運行をして

いました。平成２４年１２月にコミュニティバスに再編し、まちなか便

と郊外便になりました。利用者数は令和元年度までは右肩上がりだった

のですが、令和２年度から落ちています。コロナ収束後、何とか元に戻

していきたいと考えています。一部自治会より乗車体験の要望があるの

で積極的にやっていき、頑張りたいと思っています。

（５ページ）

大学バスについて、福崎駅と西野南（ボンマルシェ前）の間を神戸医療
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福祉大学のご厚意で運行していましたが、大学バスの運営自体を見直す、

ということで残念ながら令和３年３月３１日で運行廃止となりました。

以上で説明を終わります。

会 長 何か質問等ありませんか。

なければ、次に移りたいと思います。

②福崎町・姫路市連携コミュニティバス「ふくひめ号」利用状況について

会 長 報告事項②福崎町・姫路市連携コミュニティバス「ふくひめ号」の利用

状況について事務局より説明していただきます。

事 務 局 資料２をご覧ください。

利用実績については前回の会議で報告した内容と重複するところがあり

ますが、ご了承いただきたいと思います。

（２ページ）

ふくひめ号の現在の運行状況です。運行方法は定時定路線です。運行路

線は通勤便Ａ(上り)が２便、通勤便Ａ(下り)が２便、通勤便Ｂが２便、

連携便が５便で計１１便です。運行日は月曜日から土曜日で、土曜日に

ついては連携便の４便目、５便目、６便目の３便のみ運行しています。

運休日は日曜、祝日、年末年始と秋まつり実施日です。

（３ページ）

ふくひめ号の利用料金です。通常運賃は現金１回利用で、中学生以上が

１回２００円、小学生１００円、未就学児は無料です。定期券は１ヶ月

定期と６ヶ月定期があり、対象者により金額を設定しています。４月か

ら１１枚綴りの回数券、スマホ決済「PayPay」の利用が可能となってお

ります。

（４、５ページ）

時刻表と路線図になります。

（６ページ）

各便ごとの利用者の実績です。前回の会議では１２月までの実績報告を

しましたが、令和３年５月までの実績が出たので報告します。令和２年

度は運行日数が２９４日、利用者数は１１，７５７人、日あたり約４０

人です。本格運行を開始した令和３年４月は運行日が２５日、９５５人

の利用があり日平均３８．２人でした。５月は運行日が２３日、利用者

が８２２人で日平均３５．７人でした。

（７ページ）

月別利用者数及び運行日当たりの利用者数のグラフです。令和２年度は

新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言が発令された４月から５

月、１１月から２月は減少しました。３月以降増加傾向にありましたが

４月末に再度緊急事態宣言が発令され利用者数が減少しています。

（８ページ）

平日の月別利用者数で、令和２年度の日平均は約４６人、令和３年度の

４、５月の日平均は約４５人です。

（９ページ）

土曜日の月別利用者数です。令和２年度の日平均は約８人、令和３年度

も土曜日は平日に比べて少ない状況となっています。
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（１０ページ）

曜日別の利用者数のグラフです。土曜日の利用が少ない状況です。令和

３年４月から利用の少ない通勤便の運行を廃止し、連携便の４便、５便、

６便のみ運行していますがコロナの影響で伸び悩んでいる状況です。

（１１ページ）

便別の利用者数になります。１から３便、８便に関しては通勤便なので

利用状況が堅調です。５便から７便はあまり利用が伸びていません。最

終便の１１便は、この４月から工業団地の夜勤対応としてダイヤ改正を

しました。その効果が出ており利用者が増加しています。

（１２ページ）

バス停別利用者数です。利用の多いバス停はＪＲ溝口駅、凸版印刷前、

駅前（交通広場）です。利用の少ないバス停は西谷、中島（精米所前）、

八幡集会所前です。コロナ禍で利用促進を図るのが難しい状況ですが、

引き続き沿線住民への周知に努めていきたいと思います。

（１３ページ）

令和２年度の収入状況です。定期券、乗車券、現金利用を合わせて

1,581,838 円でした。最後になりましたが、ふくひめ号の運行について

は、社会実験実施期間中に利用状況やアンケート調査、協議会での意見

等を踏まえて、より利用しやすい運行を目指し、ダイヤ改正やルート変

更を行ってきました。そしてこの４月から本格運行を開始しています。

引き続き利用状況等を見極めながらダイヤ、ルートの検討を行うととも

に、利用促進を図っていきたいと考えています。以上で報告事項②につ

いての説明を終わります。

会 長 何か質問等ありませんか。

なければ、次に移りたいと思います。

４ 協議事項

①地域内フィーダー系統確保維持計画について

会 長 協議事項①地域内フィーダー系統確保維持計画について事務局に説明し

ていただきます。

事 務 局 資料３をご覧ください。

今回申請する補助の対象期間は令和３年１０月から令和４年９月までの

運行期間です。国のフィーダー補助を受けるには計画を策定する必要が

あるため本日協議をさせていただきます。

（１ページ）

申請書の鏡です。本日承認後、福崎町地域公共交通活性化協議会、代表

者、松本会長の名前で国に申請します。

（２ページ）

地域内フィーダー系統確保維持計画の内容です。昨年度も申請していま

すが、内容についてはほぼ変更がありません。名称は、福崎町・姫路市

地域内フィーダー系統確保維持計画としております。

１番に地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性を記載しています。

概要は、姫路市の交通空白地域の解消や工業団地への通勤の足の確保、

自動車から公共交通機関への転換、ＪＲからの２次交通の確保、障がい
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者の雇用確保を図るために、ふくひめ号を運行することにしています。

２番の地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果として、福崎町

地域公共交通網形成計画にも記載してありますが、利用者数 1 日あたり

４８人以上を事業の目標としています。事業の効果としては、交通不便

地の解消、移動手段の確保、障がい者の就業支援、外出促進に繋がると

思っています。

３番は目標を達成するために行う事業及びその実施主体です。姫路市や

地域住民、各協議会との連携及び利用促進、時刻表配布、地元住民によ

る乗り方教室の開催、企業と自立支援協議会が共同で実施する企業見学

会、企業による障害者研修生の受け入れ及び採用としています。

４番の概要及び運行予定者は表１を添付しています。後ほど説明します。

（３ページ）

５番が費用の負担で、今回運行していただく神崎交通へ町から運行補助

金を出す予定です。国庫補助金を差し引いた額は姫路市と福崎町で折半

する予定です。

６番は補助対象事業者の名称で福崎町地域公共交通活性化協議会として

おります。

７番は利用状況等の継続的な測定方法として毎年の収支率や利用者数の

確認、協議会での検証を実施する予定です。

８番から１１番については該当なしです。

１２番は事業を行う地域の概要として「表５」を添付しています。

１３番は該当なしです。

（４ページ）

１４番から１６番は該当なしです。

１７番は協議会の開催状況と主な議論です。ふくひめ号については令和

元年７月に協議・承認をいただき、同１０月から社会実験を開始してい

ます。その後運行再編等について協議し、この協議会で承認していただ

いています。本日、令和４年度のフィーダー計画について協議させてい

ただいています。

１８番の利用者等の意見の反映状況については活性化協議会の構成員と

して住民及び利用者代表の参画を得ています。

１９番は協議会メンバーの構成員として委員名簿を添付しています。

（６ページ）

表１は地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統

の概要及び運送予定者です。令和４年度分で、運送予定者は神崎交通、

運行系統は姫路市連携①の通勤便Ａ、姫路市連携③の連携便です。通勤

便Ｂについては補助対象の要件である神姫バスとの接続がないため対象

外となっています。それぞれの起終点、キロ程、計画運行日数、計画運

行回数等を掲載しています。右側には補助要件に適合するという内容を

掲載しています。

（７ページ）

令和５年度分の地域内フィーダー系統です。

（８ページ）

令和６年度分の地域内フィーダー系統です。
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（９ページ）

地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要です。

（１０ページ）

通勤便Ａ・Ｂの路線図です

（１１ページ）

連携便の路線図です。

（１２ページ）

各バスの路線図で、神姫バスとの接続がある事を表す図となっています。

太い青の線が神姫バスの路線で、赤色が「ふくひめ号」のルート図です。

福崎駅前と姫路市の宮脇口で神姫バスとの接続があります。

（１３、１４ページ）

ふくひめ号の時刻表です。

（１５～１８ページ）

各便における停留所の名称、位置、バス停間の距離を表した表です。

（１９～２４ページ）

各年度毎の運行日数・回数のカレンダーです。

参考資料として補助事業内容やスケジュールを参考に添付しています。

以上で説明を終わります。

会 長 ありがとうございました。

この件に関して何かご質問等ございませんか。

委 員 ２ページ２（１）事業の目標が大事だと思います。福崎町地域公共交通

網形成計画 P７２参照となっているが簡単に内容の説明をお願いします。

事 務 局 地域公共交通網形成計画の中で姫路市との連携バスの利用者数の指標を

示しています。２０２５年度目標値としておりますが、当時の巡回バス・

まちなか便の実績を参考に、日あたり４８人と目標値を設定しています。

会 長 通勤便Ｂも含まれるがそれは構わないのか。

事 務 局 今回の補助対象にはなっていませんが全体で４８人に設定しています。

各系統毎の目標人数としては通勤便Ａは２４人／日以上、連携便は１２

人／日以上と各便毎にも設定しています。

会 長 コロナの影響があると思うが、この状況で目標値にして良いのか。

事 務 局 難しいところではありますが、通勤便に関しては通勤者の利用が多いの

でコロナの影響はさほど出ておりません。連携便については利用者数が

減っていますが、コロナ収束後、時期をみて積極的に利用促進を図り、

目標を達成できるように頑張りたいと思っています。

会 長 他にありますか。

事 務 局 補足になります。２ページの３について、昨年度、姫路市の特別支援学

級が工業団地の企業協力を得てキャリアガイダンスとして工場見学を実

施しました。今年度も８月に神崎郡内の特別支援学級の生徒と保護者を

含め工場見学を検討されています。

会 長 就職に結びつく可能性があるのか。

事 務 局 はい。ふくひめ号で就職に繋がった事例もあります。ふくひめ号に自分

一人で乗ってもらい現場で親御さんと集合して工場見学をするというも

ので、協力してもらう企業が２、３社あります。

会 長 保護者も一緒に乗ったら良いのではないか。
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事 務 局 バスのキャパが限られているためです。

会 長 わかりました。他にありますか。

特別委員 福崎町をはじめ、活性化協議会委員の皆様には、ふくひめ号に関して深

いご理解とご協力をありがとうございます。昨年度末まではトヨタモビ

リティ基金を活用して、市町共に財源の負担なく運行していましたが、

いよいよ本格運行に入るとやはり利用料金だけでは、まかないきれない

ので、活性化協議会を通じて少しでも財源の確保ということで福崎町に

ご尽力いただき、補助金を申請してもらいます。本格運行に際し、社会

実験の時から利用が少なかった土曜日について、姫路市と福崎町で協議

しました。コロナ禍で高齢者や交通弱者の方が出控えているという状況

の中で本格運行になり、すぐに休止してしまうのはやぶさかではないの

で連携便のみを残しました。今後コロナが収束、またワクチン接種の進

み具合によって利用が進むようであれば、地元に対して積極的に利用促

進のＰＲや利用を促す活動をしていきたいと思っています。その上で利

用が伸び悩むようであればルートの見直し、最悪の場合は土曜日の休止

も考えていきたいので、ご理解、ご協力よろしくお願いします。

会 長 ありがとうございました。毎年申請するので来年度の申請の折にはこの

目標を大きくできるように１年間頑張っていきたいと思います。

委 員 通勤便Ｂは神姫バスとの接続がないため補助対象外だが、補助対象とな

るのは路線として接続しているということか、ダイヤ的に接続している

ということか。

事 務 局 路線として接続です。ダイヤについては、利用者が利用しやすいように

神姫バスに合わせています。バス停も同じ場所に設置しています。

委 員 ＪＲ溝口駅から一ついくと神姫バスのバス停があると思うが、通勤便Ｂ

を補助対象にするために、そこを通るようなルートにすれば補助対象に

なるのではないか、と思いました。

事 務 局 本格運行を開始してすぐには変えれませんが、全系統が補助対象になる

案も考えていきたいと思っています。

会 長 補助額が増額することも考えられるのか。

事 務 局 はい。

会 長 協議事項なので採決を取りたいと思います。賛成の方は挙手して下さい。

（全員挙手）

協議事項①について挙手全員により本協議会の協議は採択されました。

５ その他

委 員 平素は公共交通事業にご理解ご協力いただきありがとうございます。

ＩＣ乗車券利用件数について、利用者が約８割まで戻ってきていたが、

また７割に下がってきました。特に乗車率が下がっているのが学生のリ

モート授業による通学です。高速線に関しても関西国際空港行きは全便

運休、伊丹空港行きも減便、鳥取行きに関しても緊急事態宣言により運

休中で非常に厳しい状況が続いています。みなさまのご利用をよろしく

お願いいたします。

会 長 是非とも頑張って下さい。その他ありませんか。

委 員 コロナの関係で路線バス、コミュニティバス共に利用者が減っています。
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今後利用者の増加、利用促進をお願いします。貸し切りバス事業はほと

んど動いていない状況です。このような状況が１年以上続いておりなか

なか回復の兆しがないが、状況が落ち着いたら研修旅行など助成金が出

る制度を利用して下さい。県民交流バスもあるのでよろしくお願いしま

す。以上です。

会 長 以上でよろしいでしょうか。

では、事務局に司会を戻します。

６ 閉会

事 務 局 会長ありがとうございました。

以上をもちまして、令和３年度第１回福崎町地域公共交通活性化協議会

を終了させていただきます。ありがとうございました。

―以上―


